
科学館所蔵「パーソナルコンピュータ」大公開！

西野 藍子（天文担当学芸員）

はじめに

パーソナルコンピュータ、略してパソコンは、現代の私たちにとって大変身近なもの

です。今では、おそらく全く使ったことがないという人の方が珍しいのではないでしょう

か。そして、最初にさわったパソコンとか、買いたいけれど高くて買えなかったパソコン

など、誰しも思い出深いパソコンの１台や２台あるかもしれません。

当館展示場にも、パソコンがいくつか展示してあります。３階サイエンスショー・コー

ナーの奥にはアップルコンピュータ社から発売された歴代のアップルマシンが、また、

１階「家庭の電力消費とエネルギー」コーナーには、古いパソコンがいくつか展示して

あります。これまであまりじっくり見たことなかったな、という方はこの機会にぜひ、ご覧

になってくださいね。

そして当館では、展示しているパソコン以外にも数多くの古いパソコンを所蔵してい

ます。

私自身も知らなかったものが多数ありますが、せっかくの貴重な資料ですので、こ

こで一挙公開していきましょう！そして、当館所蔵のパソコンをご紹介しながら、初期

のころのパソコンの歴史を振り返ってみることにしましょう。

①ＴＫ‐８５ － ワンボードマイコンの時代 －

右ページ上の写真３に写っているのは何やらむき出しになった１枚の基板（ボー

ド）。実はこれもれっきとしたコンピュータの一つで、TK-８５とよばれるワンボードマイコ

ンです。現在、展示はしておらず、当館で貴重な資料として所蔵しています。

写真１：歴代のアップルコンピュータ
３Ｆサイエンスショー・コーナー奥

写真２：昔なつかしの家電製品
１Ｆ家庭の電力消費とエネルギーコーナー
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１９６０年代には、コンピュータはすでに存在して

いましたが、大型でかつ高価なものだったため、

一般家庭で所有できるようなものではありません

でした。ところが、１９７１年に世界初の４ビット・マ

イクロプロセッサ４００４が発表され、さらに１９７２

年にインテル社から８ビット・マイクロプロセッサ

８０８０が発表されると、コンピュータの小型化、お

よび低価格化が実現できるようになりました。

そして１９７５年に、８０８０を用いたコンピュータ

キットＡｌｔａｉｒ８８００（アルテア・はちはちまるまる）

がアメリカＭＩＴＳ社より発売され、日本では１９７６

年に８０８０互換のμＰＤ８０８０Ａを用いたワンボー

ドマイコンＴＫ-８０が発売されました。ＴＫとはＴｒａｉ-

ｎｉｎｇ Ｋｉｔの略で、マイクロコンピュータがどういった

ものか、実際に組み立てて理解してもらうことを目的に販売されました。もともとは技

術者向けのキットだったようですが、価格が８８,５００円と当時のコンピュータとしては

破格の値段だったため、一部のマニアユーザに予想以上に広がり、パソコンブームの

先駆けとなりました。当館に所蔵しているＴＫ-８５は、このＴＫ-８０のバージョンアップ

製品として発売されたものです。搭載メモリは何と１ＫＢ、今では考えられない数字で

すね。・・果たしてこのマイコン、動くのでしょうか？動かないのでしょうか？恥ずかしな

がら私、ワンボードマイコンなるものを今回初めて見たもので、今のところ使い方がイマ

イチよくわかりません・・・。ご存知の方、ぜひ教えてください！

②ＰＣ‐８００１ － パーソナル・コンピュータの元祖たち －

右写真は１階「家庭の電力消費とエネルギー」

コーナーに展示しているＰＣ-８００１で、１９７９年

に発売されたNEC初のパーソナルコンピュータで

す。そして、この頃からＰＣ（パーソナルコンピュー

タ）という言葉が使われ始めたようです。

キーボード付きの本体で、オプションとしてＣＲＴ

ディスプレイやプリンタ、カセットテープレコーダなど

が付加できるタイプのパソコンです。

このマシンには、マイクロソフト社のＢＡＳＩＣがＲＯ

Ｍに書き込まれており、初心者でも簡単にプログ

ラムが組めるということで多くのパソコンユーザを

育てたマシンでもありました。

発売年 １９８０年

メーカー ＮＥＣ

ＣＰＵ
μＰＤ８０８５Ａ

（２.４５７６ＭＨｚ）

メモリ １ＫＢ

発売年 １９７９年

メーカー ＮＥＣ

ＣＰＵ
μＰＤ７８０C-１

（４ＭＨｚ：Z８０互換）

メモリ １６ＫＢ

写真３：ＴＫ-８５

写真４：ＮＥＣ ＰＣ-８００１
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こうして１９７０年代の終わりごろになると、ディスプレイやプリンタなどの周辺機器を

組み込めるようにした一体型のパソコンが数多く登場します。同時期に発売されたパ

ソコンとして、アップルコンピュータ社のＡｐｐｌｅⅡやシャープのＭＺ-８０Ｋなどがあり、

ＰＣ-８００１とともに人気を誇っていました。

当館では、ＡｐｐｌｅⅡの拡張版で１９８３年に発売されたＡｐｐｌｅⅡeやＡｐｐｌｅⅡｃが

３階に、ＭＺ-８０Ｋの後継機で１９８１年に発売されたＭＺ-８０Ｂが１階に、それぞれ

展示しています。

③ＰＣ-６００１ － 初期のホビーマシン －

１９８０年代初頭に数多く発売されたパソコンは、大きく分けてビジネス用マシンと家

庭用のホビーマシンがありました。当館では、当時のホビーマシンの代表とも言えるＰ

Ｃ-６００１を所蔵しています。こちらは、ＮＥＣが１９８１年に発売したパソコンで、当時

パピコンの愛称で親しまれていました。

先日、嘉数学芸員が久しぶりにこのパソコンの

電源を入れてみたところ、何と！動くことがわかり

ました。早速学芸員ツイッター（＠ｇａｋｕｇｅｉ_ｏｓｍ）

でそのことをつぶやいたら、何と、３００件ほどのリ

ツイート！・・・やはり多くの方にとって、思い入れ

のある機種だったということでしょうか。

発売年 １９８１年

メーカー ＮＥＣ

ＣＰＵ
μＰＤ７８０C-１

（４ＭＨｚ：Z８０Ａ互換）

メモリ １６ＫＢ（最大３２KB）

写真５：ＡｐｐｌｅⅡｅ
３Ｆサイエンスショー・コーナー奥

写真６：ＭＺ-８０Ｂ
１Ｆ家庭の電力消費とエネルギーコーナー

●ＰＣ-６００１

写真７：嘉数学芸員のツイート
リツイート数がえらいことに…！
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☆ＰＣ-６００１実演会☆

話は少々脱線しますが、せっかくＰＣ-６００１が

動くとわかったので、何かプログラムを走らせてみ

たい！と思い、ＢＡＳＩＣプログラムを少し勉強して

みました。取扱説明書や教本なども保管されてお

り、サンプルプログラムがいくつか載っていました。

（右上はプログラムの例です。さて、動かすと一体

何が起こるでしょう？）

そして、９月の友の会例会でＰＣ-６００１を動か

してみたり、また、展示場でお客様に向けてミニ実

演会などを行いました。よく知っている世代の方

は、「懐かしい～！」と喜んでくれますし、知らない

世代の方は、「昔のパソコンってこんなんやったん

や～」という新鮮な感動を持ってくれました。

④ＰＣ-８８００シリーズ － ８ビット御三家その１ －

１９８０年代初頭のパソコンの多くは８ビット・マイクロプロセッサを搭載した、いわゆる

８ビットパソコンです。中でも高機能な８ビットマシンとしてＮＥＣのＰＣ-８８００シリーズ、

富士通のＦＭシリーズ、シャープのＸ１シリーズが発売され、この３社が市場の中心と

なって、のちに８ビット御三家とよばれるようになります。

ＰＣ-８８００シリーズは、１９８１年にＰＣ-８００１の上位機種として初代ＰＣ-８８０１

が発売され、以降全部で１７機種が販売された８ビットパソコンのベストセラーシリーズ

です。もとはビジネス向けに作られたマシンでした

が、９８シリーズ（後述）の登場で徐々にホビーマ

シンへ移行し、１９８５年に発売されたＰＣ-８８０１

ｍｋⅡＳＲにより、その位置づけが決定的となりまし

た。当館 で は、初 代ＰＣ-８８０１、お よ び、ＰＣ-

８８０１ｍｋⅡＳＲを所蔵しています。

ＰＣ-８８０１には、ＰＣ８００１内蔵のＮ-ＢＡＳＩＣ

を大幅に機能拡張したＮ８８-ＢＡＳＩＣが搭載され

ていました。しかしＰＣ-８００１との互換性を保つた

め、Ｎ-ＢＡＳＩＣ用のＲＯＭが搭載されていたので、

ＰＣ-８００１用のプログラムも動作させることも可

能だったようです。

ＰＣ-８８０１ｍｋⅡＳＲは、グラフィック描画の大

幅な高速化と、ＦＭ音源の搭載によるサウンドの

■ＢＡＳＩＣプログラム例

１０ｐｌａｙ“ｃｄｅ２ｃｄｅ２ｇｅｄｃｄｅｄ２”

２０ｐｌａｙ“ｃｄｅ２ｃｄｅ２ｇｅｄｃｄｅｃ２”

３０ｐｌａｙ“ｇｇｅｇａａｇ２ｅｅｄｄｃ２”

発売年 １９８１年

メーカー ＮＥＣ

ＣＰＵ
μＰＤ７８０C-１

（４ＭＨｚ：Z８０Ａ互換）

メモリ ６４ＫＢ

写真８：展示場での実演のようす
知らない世代にも新鮮な驚きが。

写真９：初代ＰＣ-８８０１

今月のメイン
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強化などで、強力

なゲームマシンと

して人気を博した

ようです。本体に

は、５インチのフロ

ッピーディスクドラ

イブが最大２基内

蔵できるようにな

っていました。

⑤FMシリーズ － ８ビット御三家その２ －

８ビット御三家の１社、富士通が最初に発売した８ビットパソコンは、１９８１年のＦＵ-

ＪＩＴＳＵ ＭＩＣＲＯ ８（以下ＦＭ８）です。当館では、FM８の廉価版で１９８２年に発売さ

れたＦＭ７、および、ＦＭ７の上位機種で１９８６年に発売されたＦＭ７７ＡＶ４０を所蔵

しています。

ＦＭ７は、ＦＭ８の機能を絞り込み小型化と大幅な低価格化を図ったモデルで、豊

富なサウンド機能と多彩なソフトウェアにより、ホビーマシンとして当時ベストセラーに

なりました。

その後１９８４年に、ＦＭ７の上位機種であるＦＭ７７が登場します。この機種以降、

高解像度グラフィックスと日本語表示を重視したＦＭ７７ＡＶシリーズが次々に発売さ

れました。初代のＦＭ７７ＡＶは４,０９６色同時表示のグラフィックが特徴でしたが、ＦＭ

７/７７との互換性のため、それほどＦＭ７７ＡＶ専用のソフトウェアは発売されなかった

ようです。当館所蔵のＦＭ７７ＡＶ４０では、２６万色同時表示が可能になり、メモリ容

量は１９２ＫＢ、ディスクドライブは２基内蔵されています。

発売年 １９８５年

メーカー ＮＥＣ

ＣＰＵ
μＰＤ７８０C-１

（４ＭＨｚ：Z８０Ａ互換）

メモリ ６４ＫＢ

発売年 １９８２年

メーカー 富士通

ＣＰＵ
ＭＢＬ６８Ｂ０９

（８/４.９ＭＨｚ）

メモリ ６４ＫＢ

発売年 １９８６年

メーカー 富士通

ＣＰＵ
ＭＢＬ６８Ｂ０９Ｅ

（２ＭＨｚ）

メモリ １９２ＫＢ（最大４４８ＫＢ）

←キーボードは１世代前の
ＰＣ-８８０１ｍｋⅡ。

写真１０：ＰＣ-８８０１ｍｋⅡＳＲ

写真１１：ＦＩＪＩＴＳＵ ＭＩＣＲＯ７（ＦＭ７） 写真１２：ＦＭ７７ＡＶ４０

今月のメイン
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⑥ＰＣ-９８０１ － １６ビットパソコンの台頭 －

１９８１年には、ＩＢＭ社から１６ビット・マイクロプロセッサ８０８８を搭載したＩＢＭ ＰＣが

発売されます。そして、アップルコンピュータ社からは１９８３年にＬｉｓａ、１９８４年には

Ｍａｃｉｎｔｏｓｈが発売され、１６ビットパソコンは１９８０年代から徐々に登場していきまし

た。

そして１９８２年、ＮＥＣから１６ビットパソコン、ＰＣ-９８０１が発売されます。以降、

ＰＣ-９８０１シリーズは、１９８０年代半ばから１０年近く日本のパソコン市場において

圧倒的なシェアを獲得していきます。ＰＣ-９８０１シリーズでは、数多くの製品が登場

していきますが、やがて機能強化とともに、ラップトップ型とノート型に枝分かれしていく

ことになります。

当館にはＰＣ-９８０１シリーズのうち、初代のＰＣ-９８０１、および、１９８９年に発売

されたノート型のＰＣ-９８０１Ｎ（愛称９８ＮＯＴＥ）を所蔵しています。

おわりに

今回は、当館所蔵の初期のパソコンを多数ご紹介してきました。私自身は、残念

ながら、高校生や大学生の頃までほとんどパソコンに触れることなく過ごしたため、

Ｗｉｎｄｏｗｓ９５やｉＭａｃマシン以降しか知りません。まだまだ勉強不足ですが、当館所

蔵の古いパソコンの中には、今でも動作可能なものがありそうです。今後こうした歴代

のパソコンについて、さらに資料調査を行い、またみなさまにご報告する機会をいただ

ければと思っています。

参考：ホームページ「コンピュータ博物館」 ｈｔｔｐ：／／ｍｕｓｅｕｍ.ｉｐｓｊ.ｏｒ.ｊｐ／ｉｎｄｅｘ.ｈｔｍｌ

：月刊アスキー２００６年８月号「パソコン３０周年」

発売年 １９８２年

メーカー ＮＥＣ

ＣＰＵ
μＰＤ８０８６

（５ＭＨｚ：８０８６互換）

メモリ １２８ＫＢ

発売年 １９８９年

メーカー ＮＥＣ

ＣＰＵ
Ｖ３０

（１０/８ＭＨｚ）

メモリ ６４０ＫＢ

写真１３：ＰＣ-９８０１ 写真１４：ＰＣ-９８０１Ｎ

今月のメイン
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